
              

令和 3年 7月 21日 
 

令和 3 年度小樽商科大学学術研究奨励事業「学生論文賞」公募要領 

 

小樽商科大学学術研究奨励事業 

学生論文賞実施委員会 

 

グローカル戦略推進センター教育支援部門は、小樽商科大学学術研究奨励事業学生論文賞（以下、学生論文賞）実

施要領に基づき、学生論文賞各賞受賞対象論文を募集します。 

 

１． 趣旨 

学生論文賞は、株式会社北洋銀行の協力のもとに、本学学生の優れた研究成果を褒賞することにより、 

自主的な学術研究活動を奨励し、以て、創造性及び自主性を備えた人材の育成を図ることを目的とします。 

 

２． 応募資格 

・ 大学院生部門 本学大学院に在籍する学生 

・ 学部生部門 上記を除くすべての本学学生 

 

３． 募集論文 

・ テーマ 自由論題 

・ 様式  実施委員会が定める様式に従うこと 

           http://www.otaru-uc.ac.jp/cgs/esd/gakuron/ 

 

４． 日程 

・ 第１次Web エントリー期間 

・ 第１次論文提出期間 

・ 第１次審査（プレゼンテーション) 

・ 第１次審査結果発表（予定） 

・ 第２次論文提出期間 

・ 第２次審査 

・ 最終発表 

・ 全体表彰式 

令和 3年 10月 20日(水)～10月 26日(火) 

Webエントリー受付完了後～10月 27日(水) 

令和 3年 11月 17日(水） 

令和 3年 11月 30日(火） 

令和 3年 12月 6日(月)～20日(月) 

令和 3年 12月 22日(水)～令和 4年 1月 21日(金) 

令和 4年 2 月 9日(水) 

令和 4年 3 月 16日(水) 

５． 審査 

・ 第 1次審査 口頭による発表を審査する。事前配布される梗概及び投影資料を利用できる。 

実施形態が対面・遠隔のどちらになるかは後日，通知する。 

・ 第 2次審査 論文を審査する。原則として実施委員会が依頼する 2名の教員が審査員となる。 

 

６． 受賞 

実施委員会は審査結果に基づいて以下の各賞の受賞論文を決定し、研究奨励金を授与します。研究奨励金の金

額は、入賞者数等で変動することがあります。 

・ ヘルメス賞（最優秀賞） 

・ 優秀賞（２等） 

・ 奨励賞（３等） 

・ 特別賞 

・ ベスト・プレゼンテーション賞 

6万円 

3万円 

6千円 

6千円 

6千円 

 

７． 表彰 

各賞受賞者は、実施委員会が開催する表彰式において表彰状及び奨励金を授与されます。なお、ヘルメス賞（最

優秀賞）受賞者は令和 3年度学位記授与式において氏名を読み上げられることとなります。 

 

８． 本件に関する問合せ先 

学生センター教務課教務企画係 

TEL：0134-27-5236 

E-Mail：k-kikaku@office.otaru-uc.ac.jp 

↑学生論文賞 ＨＰ 


